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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【公表番号】特表2008-535553(P2008-535553A)
【公表日】平成20年9月4日(2008.9.4)
【年通号数】公開・登録公報2008-035
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【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   5/0215   (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成21年2月2日(2009.2.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　医療リードが組み込まれた圧力センサモジュールであって、
　内部に形成されたキャビティを有するカプセルと、
　前記カプセルのキャビティ内に配設された圧力変換器と、
　前記カプセル内へ伸長し前記カプセルに固定状態に連結されたフィードスルーピンとを
備え、
　前記フィードスルーピンは前記圧力変換器に電気的に連結される、圧力センサモジュー
ル。
【請求項２】
　ワイヤー導体を有する医療リード内において使用される圧力センサモジュールであって
、
　内部に形成されたキャビティを有するカプセルと、
　前記カプセルの前記キャビティ内に配設された生物適合性媒体と、
　前記生物適合性媒体内に配設された圧力変換器と、
　前記カプセルに固定状態に連結され、ワイヤー導体に連結し得る形態とされた第一の端
部と、前記圧力変換器に撓み可能に連結された前記第二の端部とを有するフィードスルー
ピンと、を備える、圧力センサモジュール。
【請求項３】
　圧力センサモジュールを製造する方法であって、
　変換器をカプセルのキャビティ内に撓み可能に取り付けるステップと、
　圧力変換器及びカプセルに固定状態に連結されたフィードスルーピンの間に導体を接合
するステップとを含む、圧力センサモジュールを製造する方法。
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